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道東太平洋スルメイカ北上期調査結果
北辰丸 釧路水産試験場調査船 により行われたスルメイカ調査結果をお知らせします（ ） 。

調査期間： 年６月 日～ 日1999 10 17
調査海域：道東太平洋［北緯 度～本道沿岸、東経 度～ 度 （図１）41 143 146 ］

◎前年より漁獲良ながら、北上群はまだ低密度

◎外套長モード（平均）17ｃｍ

①調査区域の表面水温は ～9.1 15.9
℃、 ｍ深の水温は ～ ℃でし100 0.6 11.0
た。三陸沖暖水塊の北上のため、西側

では前年より表面水温が３～４℃高く

なっています。逆に東側では、親潮第

二分枝の影響で前年より表面水温が１

℃程低くなっています。

②７調査点で漁獲試験を行い、

５調査点でスルメイカ 尾を漁243
獲しました（図２ 。その他のイ）

カ類としてはツメイカが 尾で315
した。 （イカ釣り機１台でCPUE
１時間に漁獲するイカの尾数：こ

の数字が大きいほどイカが多く分

布している は最も高い点で） 、3.02
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調査全体の平均 は と低い値でした。漁獲が良かったのCPUE 0.75
は、東経 度の調査点でした。144

③スルメイカの外套長（胴長）は ～ の範囲で、モード11 23cm
（平均的な大きさ）は でした。モードは、前年より４ 大17cm cm
きく、例年並の大きさでした。

表１ 道東太平洋スルメイカ北上期調査結果（ ～ 年）1993 1999

調査日程 漁獲尾数 平均 外套長 外套長 調査点数CPUE
範囲( ) モード( )cm cm

1993年 ６月14日～30日 259 0.43 13－18 17 11
1994年 ６月13日～23日 1,584 5.14 11－25 19 10
1995年 ６月14日～23日 23 0.06 14－19 17 ８
1996年 ６月12日～21日 3,741 9.91 13－21 18 ９
1997年 ６月11日～18日 55 0.17 13－17 15 ７
1998年 ６月９日～18日 69 0.18 10－17 13 ８
1999年 ６月10日～17日 243 0.75 11－23 17 ７

★今回の北辰丸の調査を含めた各機関の資料を基にして ７月、 29
日にイカ類漁海況予報が発表されます。漁海況予報は、発表され

しだいこの浮魚ニュースで紹介します。

☆次回の北辰丸による調査は、６月 日～７月２日にマサバ・23
マイワシ漁期前調査を行います。

（文責：釧路水産試験場資源管理部）


